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「進路決定届」提出のお願い�
卒業・修了後の進路が決定された方は、
至急キャリアセンター事務室にある「進
路決定届」を提出してください。就職が
内定している方だけでなく、自営・進学・
家事・希望留年、その他（留学予定・資格
試験準備・アルバイト等）の方も、進路決
定届を提出してください。�
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キャリアセンターからのお知らせ�

校友会からのお知らせ�

□キャリアセンターからのお知らせ�

□校友会からのお知らせ�

新１・２年次生対象 キャリアセンターガ
イダンス実施のお知らせ�
２００３年４月中旬以
降、新１・２年次生を
対象にキャリアセ
ンターガイダンス
を行います。日時、
場所等の詳細は決
まり次第、キャリア
センター掲示板およびホームページにてお知ら
せいたします。充実した学生生活や進路・将来を
考えるきっかけとして、ぜひ参加してください。�
●キャリアセンターホームページ�
www.rikkyo.ne.jp/grp/career/index.html

　私共立教大学校友会は同窓会組織であり、現在約13万名を超える卒業生で組織・構成されています。
その目的は、会員（卒業生）相互の親睦を図るとともに母校への発展に寄与することであり、目的達成の
ために様々な事業を行っております。�
　その事業の中で最も重要なものは会員の情報の正確な管理・把握であり、現在、全校友の内8万5千人
余りの情報を管理しております。そして会員へのサービスとして、校友会報「セントポール」や、年次別の
集い等各種郵便物を送付し、母校の様々な情報を提供しています。また、会員からの各種問合せに対する
対応や、地域・職域立教会等に関する情報提供を行なっています。�
　今般、卒業生情報充実と現役学生へのより的確な就職支援実現のために、進路決定届に記入された情
報（氏名、クラブ・サークル、ゼミ、勤務先）と、大学に登録されている住所（ニューズ立教が届いている住所）
を、卒業後、校友会の情報として登録させていただくことになりました。登録させていただいた情報は大
学の事務局である「広報渉外部校友課」が、厳重に管理いたします。�
　このような形での情報の扱いに関して、登録に不都合のある方はお手数ですが下記までご連絡ください。�
（校友課 TEL03-3985-2634  FAX03-3985-3434  e-mail : koyu@grp.rikkyo.ne.jp）�

卒業後の個人データについて�

大学の「国民性」？�

コラム立教�コラム立教�

法学部　川崎　修�

～立教人からのメッセージ～�

（現代政治理論）�

　立教大学で教えるようになるまでに、私は、学生時代も含めると二つの大

学を経験している。ところで、大学を移ると決まってよく聞かれる質問は、前

の大学と今の大学とでは学生の気質や「文化」は違うかということである。

また、自分の学生時代と今の学生とでは違うかといった世代の相違もよく

聞かれる。しかし、この一見ありふれた質問は、実のところなかなかの難問

である。�

　たしかに、立教を含む三つの大学の学生たちには、漠然とした「国民性」

の違いがあるような気もするし、少なくとも世間ではそういうことになっている。

ところが、多少なりとも人柄の一端に触れる程度のつきあいをした学生たち

のことを具体的に思い浮かべると、こうした大学の「国民性」などというもの

はあまり意味をなさないことに気がつかされる。同じ大学の同じ世代の学生

であっても、彼／彼女らは、それぞれ誰にも似ていない「顔」をもった若者な

のだ。つまり、教師が学生たちに「学生」という匿名の集団として向かいあ

う時には大学の「国民性」なるものが存在するかに思えるのに、個人と個

人としてつき合う間柄においてはそれが消えてしまうのだ。�

　さて、それでは一体どちらが「本当」なのだろうか。これは大げさに言えば

政治学や社会学、哲学や倫理学の大問題に関係していて簡単には答えら

れない難問だ。だが、少なくとも、学生の皆さん自身にとっても教師にとって

もどちらが大事なのかは自明である。言うまでもなく、それは茫漠たる「国民性」

ではなく、学生一人一人の個性である。�

　血液型や星座占いの話が、ちょっとした会話の

きっかけを作ってくれるように、大学の「国民性」

をめぐる話や世代によるギャップ話も、他愛な

い雑談としては楽しいし、盛り上がりもする。しかし、こ

れを真に受けて、教師も学生たち自身も、個々人それ

ぞれがもっている可能性を見逃してしまうようでは、占

いマニアを笑えないだろう。�


